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みんなの利用で支えよう

公共交通を巡る環境の変化
　JR 北海道は、昭和 62年 4月に、当時の日本国有鉄道の分割民営化により誕生しま
した。それまで、国の事業として運営されてきた鉄道は、国鉄の分割民営化に前後し
て強力に合理化が推し進められ、岩見沢でも、昭和 60年には万字線が、昭和 62年に
は幌内線が相次いで廃止されるなど、大きな影響がありました。
　一方、乗合バスでも、平成 14年 2月の道路運送法改正により、新規参入に一定の規
制を設け、需要と供給のバランスを保つことなどにより、サービスの維持に役割を果
たしてきた需給調整規制が撤廃され、バス事業者の新規参入・撤退が容易になりました。
　こうした動きは、大都市圏などでは、交通事業者間の競争を活発化させ、サービス
の向上など一定の効果を生みましたが、地方では自家用車の普及などとも相まって不
採算路線の撤退や合理化が進むなど、公共交通に大きな影響を与えています。

　
ま
た
、
昭
和
62
年
に
国
鉄
が
分
割
民
営

化
し
て
発
足
し
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
。
30
年
程

前
ま
で
岩
見
沢
駅
に
は
、
現
在
の
函
館
線

と
室
蘭
線
だ
け
で
な
く
、
万
字
線
と
幌
内

線
が
乗
り
入
れ
、
市
内
で
は
現
在
の
倍
の

12
駅
が
毎
日
、多
く
の
人
々
を
送
り
出
し
、

迎
え
入
れ
て
い
ま
し
た
。

交
通
の
要
衝

　
空
知
の
石
炭
や
農
業
を
背
景
に
早
く
か

ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
た
岩

見
沢
。
現
在
も
二
つ
の
Ｊ
Ｒ
路
線
が
接
続

し
、
岩
見
沢
駅
と
、
で
あ
え
ー
る
岩
見
沢

を
中
心
と
し
た
路
線
バ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
駅
前
の
タ
ク
シ
ー

プ
ー
ル
か
ら
は
、
多
く
の
タ
ク
シ
ー
が
利

用
客
を
目
的
地
ま
で
送
り
届
け
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
ひ
と
昔
前
の
岩
見
沢
を
知
る

人
た
ち
の
中
に
は
、
現
在
の
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
淋
し
く
感
じ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

10
月
に
新
し
い
路
線
で
の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
た
路
線
バ
ス
。
ひ
と
昔
前
に
は

１
時
間
に
何
本
も
運
行
し
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
を
運
ん
だ
、
市
内
Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ

コ
ー
ス
を
知
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
公
共
交
通
。
そ
の

中
で
も
、
バ
ス
に
関
し
て
は
、
何
度
か
広
報
い
わ
み
ざ
わ
で
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
単
独
維
持

困
難
線
区
と
し
て
公
表
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
鉄
路
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
今
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
公
共
交
通
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

問
合
先　
市
企
画
室

市職員が出演して説明します
12月 8日㈮　午後 5時 40分

この写真にスマートフォンをかざ
すと動画をご覧いただけます ( 発
行日から 1カ月 )
利用には専用アプリ COCOAR2
が必要です。インストール・起動
後、対象画像にかざしてください

この写真にスマートフォンをかざ

ＪＲ室蘭線を学ぼう！
　ＪＲ北海道が、単独維持困難線区として位置付けているＪ
Ｒ室蘭線の状況を一緒に学びませんか。内容など詳しくは、
お問い合わせください。皆さんのご来場をお待ちしています。
日　時　12月 20日㈬　午後 3時
場　所　自治体ネットワークセンター 4階マルチメディア

ホール（有明町南 1）
問合先　市企画室

無料無料無料無料



　昨年 11月に、ＪＲ北海道が 10路線 13 線区、距離
にして道内の鉄道の約半分にあたる 1,237㎞を〝当社
単独では維持することが困難な線区〟として公表しま
した。
　単独維持困難線区とは、ＪＲ北海道が、収益の悪化
などにより今までのように維持していくことが難しい
と位置付けた線区で、ＪＲ北海道からは、輸送密度が
200 人未満の区間はバスなどへの転換、ＪＲ室蘭線を
含む 200 人以上 2,000 人未満の区間は費用負担など
も含めて鉄道を維持する仕組みを地域と相談したいと
いう意向が示されています。
　ＪＲ室蘭線が単独維持困難線区として公表されて以
降、市は沿線自治体である栗山町、由仁町と〝地域に
とって室蘭線は必要〟という共通認識を確認し、また、
胆振管内の安平町や苫小牧市とも、北海道を通じて情
報交換を行いながら、北海道の公共交通ネットワーク
全体の中でのＪＲ室蘭線の役割や、利用促進策などの
話し合いを重ねています。

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
利
用
実
態
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

岩
見
沢
市
、
栗
山
町
、
由
仁
町
の
３
市

町
は
、
７
月
に
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の

利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
次
の
表
は
、
岩
見
沢
駅
を
発
車
す
る

上
り
線
と
、
到
着
す
る
下
り
線
の
便
別
の

乗
降
数
を
示
し
た
も
の
で
す
。朝
の
通
勤・

通
学
の
時
間
帯
と
、
夕
方
の
帰
宅
の
時
間

帯
の
利
用
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯

と
で
大
き
な
差
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
、
調
査
を
行
っ
た
各
駅
の
乗
降
客

数
は
、
岩
見
沢
駅
の
利
用
が
最
も
多
く
、

次
い
で
栗
山
駅
や
由
仁
駅
、
栗
沢
駅
の
利

用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
降
客
を
年

代
別
に
み
る
と
、
20
歳
代
ま
で
の
若
い
世

代
の
利
用
が
、
全
体
の
８
割
を
超
え
て
お

り
、特
に
利
用
者
数
の
多
い
朝
の
下
り
便
、

夕
方
の
上
り
便
で
、
こ
の
傾
向
が
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
岩
見
沢
駅
を
除
く
各
駅
で
乗
降

客
133
人
に
対
し
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査

か
ら
は
、Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の
主
な
利
用
客
は
、

由
仁
町
や
栗
山
町
、
栗
沢
町
地
区
か
ら
岩

見
沢
市
内
の
高
校
な
ど
へ
の
通
学
を
目
的

と
し
た
学
生
で
あ
る
こ
と
や
、三
川
駅（
由

仁
町
）
と
追
分
駅
（
安
平
町
）
を
ま
た
い

だ
移
動
は
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
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当時の JR 室蘭線では、１日 60便以上の
貨物列車の合間を縫うように、旅客列車
が運行していました

岩見沢操車場（昭和 47年頃）

下り線

岩見沢着 降車人数
6:55 101
7:41 183
10:01 22
14:50 10
18:50 9
21:11 4
22:54 2

上り線

岩見沢発 乗車人数
5:58 4
9:03 6
12:52 17
15:06 11
16:32 98
19:38 154
21:57 30

1 日の各駅の乗降客数
駅名 乗車 降車 計
岩見沢 320 331 651
志 文 15 15 30
栗 沢 51 48 99
栗 丘 4 4 8
栗 山 169 155 324
由 仁 65 73 138
古 山 15 14 29
三 川 37 27 64
計 676 667 1,343

ＪＲ室蘭線（沼ノ端～岩見沢）の概況
駅　数　13駅　営業キロ数　67.0㎞

年　　度 平成 27年度 平成 28年度
輸送密度（1 日 1㎞
あたりの乗車人数） 500 人 484 人

営業係数（100 円の
運賃収入を得るため
にかかる費用）

965 円 1,137 円

営業収支 ▲ 1,117 百万円 ▲ 1,267 百万円

路線バスの冬ダイヤについて
　積雪期を迎え、12 月１日から路線バスの一部区
間において、冬ダイヤとして数分程度の時刻調整が
行われています。
　詳しくは、北海道中央バス㈱岩見沢ターミナル（有
明町南 1　☎ 22局 0761）にお問い合
わせいただくか、各停留所または北海
道中央バス㈱ホームページでご確認く
ださい。

　
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る〝
地
域
の
足
〞

と
し
て
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
し
て
お
り
、
地
域
に
と
っ
て
、
路
線
の

存
廃
を
以
前
の
よ
う
に
事
業
者
の
採
算
性

だ
け
で
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域

に
暮
ら
す
私
た
ち
が
自
ら
〝
地
域
の
足
〞

を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
り
、
確
保
し
て
い

く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

15 歳未満

15～ 64歳

65歳以上

34.1％

55.4％

10.5％

42.9％
48.8％

8.3％

2040 年　60,523 人
国立社会保障・人口問題研究所による

2017年　83,012 人
10月末住民基本台帳

岩見沢市の人口推計

ＪＲ室蘭線 輸送密度※の推移
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年代別の割合

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　

公
共
交
通
に
自
由
競
争
の
原
理
が
導

入
さ
れ
る
一
方
で
、
国
内
の
地
方
都
市

の
多
く
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
と

高
齢
化
の
進
行
。
岩
見
沢
市
の
人
口
は
、

２
０
４
０
年
に
は
次
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

推
計
さ
れ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
方
が
４

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
維
持
・
確
保
の
た

め
に

　

10
月
に
新
し
い
路
線
で
の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
た
路
線
バ
ス
。
私
た
ち
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
な
公
共
交
通
機
関
と
言
え

ま
す
が
、
市
内
路
線
の
利
用
者
数
は
、
前

回
の
路
線
見
直
し
前
の
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
28
年
度
ま
で
の
間
に
、
約
178
万
人
か

ら
約
108
万
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
は
、
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
不
可
欠
な

移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
は
、
平

成
28
年
度
で
約
３
千
500
万
円
に
上
る
バ
ス

事
業
者
へ
の
補
助
な
ど
、
必
要
な
路
線
の

維
持
・
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線 

い
ま
む
か
し

　
日
本
で
３
番
目
に
開
業
し
た
幌
内
鉄
道

の
主
要
駅
で
も
あ
っ
た
岩
見
沢
駅
は
、
か

つ
て
は
東
北
以
北
最
大
の
操
車
場
を
有
す

る
駅
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
全

盛
時
に
は
１
日
平
均
で
４
千
を
超
え
る
貨

物
車
両
が
忙
し
く
出
入
り
し
、
空
知
の
石

炭
を
小
樽
や
室
蘭
、
苫
小
牧
の
港
に
運
ぶ

と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
が
働
き
、
ま
ち

は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
国
鉄
は
、全
国
で
12
カ
所
の〝
鉄

道
の
町
〞
を
認
定
し
て
お
り
、
道
内
で
は

岩
見
沢
市
と
追
分
町（
現
安
平
町
の
一
部
）

の
２
カ
所
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。〝
鉄

道
の
町
〞
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
持
つ
二

つ
の
ま
ち
は
、
現
在
も
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
で
直

結
し
、
と
も
に
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の
岐
路
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
25
年
に
開
業
し
、
最
盛
期
に
は
１

日
に
60
便
以
上
の
貨
物
列
車
の
合
間
を

縫
っ
て
、
20
便
以
上
の
旅
客
列
車
が
往
来

し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
。
石
炭
輸
送
や
利

用
客
の
減
少
に
よ
り
、
現
在
は
、
旅
客
列

車
が
上
り
下
り
と
も
に
７
便
で
14
便
、
貨

物
列
車
は
苫
小
牧
方
面
に
向
か
う
２
便
が

岩
見
沢
を
通
過
し
て
い
ま
す
。

　
早
く
か
ら
多
く
の
人
や
物
を
運
ん
だ
鉄

路
や
鉄
橋
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
鉄
道
設
備

は
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
20
年
間
で
、
設

備
の
維
持
・
更
新
に
７
億
円
、
車
両
の
更

新
に
は
20
億
円
か
か
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
輸
送
量
に
対
し
て
過
大
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
鉄
道
設
備
は
、
線
区
の

収
支
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

私たちの室蘭線どうな
る？

どうな
る？

どうな
る？

どうな
る？

どうす
る？

どうす
る？

どうす
る？

どうす
る？

皆さんの声をお寄せください
　今後、市は沿線自治体などと連携して、利用促進な
どの取り組みを進めていくこととしていますが、鉄路
を〝残す〟ためには、特に沿線に暮らす皆さんのご理
解とご協力が不可欠です。皆さんのＪＲ室蘭線への想

おも

いや利用促進策など、ご意見をお寄せください。
提出方法　郵送、ファックス、Eメールまたは持参（様

式は問いません）
〒 068-8686　岩見沢市鳩が丘 1丁目 1番 1号
　岩見沢市企画財政部企画室
　　FAX　23局 9977
　　Eメール　train@i-hamanasu.jp
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※ 1日 1㎞あたりの乗車人数。
ＪＲ北海道資料より　単位：人
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私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
普
段
、
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
機
会
は
多
く
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
な
い
人
に

と
っ
て
、
公
共
交
通
は
、
文
字
ど
お
り
、

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
〝
足
〞
で
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
一
番
必
要
と
し
て
い
る
の

は
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
な
ど
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
通
学

な
ど
に
公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

　
そ
し
て
、
今
は
自
動
車
を
運
転
し
て
い

て
も
、
い
つ
か
、
自
動
車
の
運
転
を
卒
業

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
来
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
〝
利

用
す
る
こ
と
〞
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
今
度
の
週
末
、
公
共
交
通
で
ど
こ
か

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
い
つ
も
と
違

う
景
色
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

岩見
沢

志
文

9:03 発
今年、新駅舎開業 10周年を迎えた
岩見沢駅（明治 17年開業）を出発

9:26
丸 い形が印象的なカル
チャープラザ EKI に併設さ
れた栗山駅（明治26年開業）

追分駅（明治 25年開業）
9:49 着
跨線橋を渡って、4分後
の石勝線に乗り換えます

南千歳駅　10:07着
降りて 2分後、向か

いのホームに
快速エアポー
トが到着

新千歳空港　10:12 着
1時間 9分で到着です

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
沿
線
の
自
治
体

ご
と
に
、
そ
の
ま
ち
を
紹
介
す
る

〝
わ
が
ま
ち
ご
当
地
入
場
券
（
170
円
）〞

を
発
売
し
て
い
ま
す

栗
沢

栗
丘

栗
山

三
川

古
山

由
仁

追
分

安
平

南千歳

新千歳空港

室
蘭
線で

行ってみ
た

岩
見

沢～新千歳
空
港

皆さんは、旅行や出
張などで新千歳空港に行く
とき、どのような交通手段を利
用しますか？
自家用車か札幌経由のＪＲ快速エ
アポートを利用するという方が多
いのではないでしょうか？
ＪＲ室蘭線を利用して行くこ
ともできるんですよ！

今年、新駅舎開業 10周年を迎えた

9:32
由仁駅（明治 25年開業）
岩見沢に向かう下り線とすれ違います

新

9:32

時間帯にもよりますが、
スムーズに新千歳空港
に到着できました
皆さんも、ぜひご利用
ください！


